
コロナ禍と公共交通



「くらしの足をなくさない！
緊急フォーラム」
オンラインで開催

4／24：1,000人が登録
• 川鍋一朗・全タク連会長があいさつ
• 現状の整理、当面の危機をどう乗り切るか議論
• 提言「社会崩壊を招く『交通崩壊』を防ご
う！」を作成し、国土交通大臣に提出、業界団
体から賛同

5／29：820人が登録
• 赤羽一嘉・国土交通大臣（録画）、藤井直樹・
国土交通審議官があいさつ

• 感染防止策、事業者支援策を中心に議論
• 主体別行動マトリックス「withコロナ環境での
『おでかけの足』確保に向けた枠組」を公表

https://zenkokuforum.jimdofree.com/

にて録画視聴・資料閲覧可能

この種のフォーラムは初。オンラインもかなり早い取組 422020/8/8 加藤博和・伊藤昌毅ほか



「緊急に必要」と
社会に対して訴えていかなければならないこと

1. 「くらしの足」が危機的であり、いったん失えば戻すのは困難
– このままだと、収束後に元通りの運行はできなくなる可能性が高い

– そうなれば、外出が自由になっても、実質的に外出が制約される人が多数出てしま
う

2. 現段階でも確保すべき「くらしの足」があり、移動中の乗客や
職員の感染防止が必要
– 社会を維持するために働いていただいている方が、そのために安全に移動できるよ
うにしなければならない

3. そのために、「くらしの足」確保維持への公的支援が必要
– 現状の制度では対応できないところがあり、一刻を争う

「後」でなく、とりあえず「今」に集中
「主張」「要求」の前に「現状」「問題」を知ってもらう

432020/8/8 加藤博和・伊藤昌毅ほか



国の二次補正予算への
補助制度盛り込み、
地方創生交付金の
メニュー提示・宣伝

にもつながる 442020/8/8 加藤博和・伊藤昌毅ほか



• x

公共交通事業の回復は遠い（路線バス・貸切バスの例）

https://www.mlit.go.jp/common/001363025.pdf
国土交通省 新型コロナウイルス感染症による関係業界の影響について
(令和2年8月31日時点まとめ) 



東京の公共交通事業者は安泰か？

営業収益 経常損益

「都営交通2019経営レポート」より
https://www.kotsu.metro.tokyo.jp/
about/keiei/pdf/report2019.pdf

2.3億人利用、
404億円収益

10億人利用、
1530億円収益

運賃366億円、
9.7億円黒字

運賃1437億円、
352億円黒字

乗車人員2.2億人（4%少ない）
でさえ赤字だった



都バスの数字からバス事業への
コロナの影響をシミュレーション

収入: 422億円 支出: 412億円

「都営交通2019経営レポート」より
https://www.kotsu.metro.tokyo.jp/
about/keiei/pdf/report2019.pdf

年間通じて乗客数20%減と仮定して、収入は349億円（73億円減）、
補助金割合が少ない分、乗客減のインパクトが大きい
減便をせず、支出が変わらなければ一気に63億円の赤字に

民間事バス業者が減便で
人件費抑制する可能性



• x
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• 地域間幹線系統確保維持費国庫補助金

• 生活交通確保維持改善計画

• 地域内フィーダー系統確保維持費国庫
補助金

補助要件を緩和し減収の影響を
抑える事務連絡

https://wwwtb.mlit.go.jp/chubu/tsukuro/shien/pdf/R2kanwa.pdf

東京都においてどれだけの
効果が見込めるか



鉄道



• x

x

https://www.nikkei.com/article/DGXMZO59591920W0A520C2DTA000/ https://digital.asahi.com/articles/ASN9J6KFQN9JULFA02R.html



• 東京の「地域公共交通」の取り組みは始まったばかり。
他の県から学ぶべきことは多い

• 東京から交通イノベーションを起こしたいが、基礎的な
取り組みが遅れている

• 行政にデータリテラシーを

• コロナ禍のインパクトは想定以上なのではないか

• 鉄道・タクシーなど様々なモードも一緒に議論したい

まとめ


